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『あれから４０年・・・』 

佐藤 剛 

 先日 総主事就退任式が開催された前日、退任される総主事・定年を迎えるスタッフへの感謝

の集いが開かれました。その時の初代のリーダーからの感想を・・・ 

「会えて嬉しかったです、土曜日の仙台ＹＭＣＡのリーダーフェスティバルではありがとうご

ざいました。４０年も経ってるしなー、と恐る恐るしながらの参加でしたが、皆さんのおかげで、

めちゃくちゃ楽しい夜でした。なーんにも変わっていない感じで、いつも会っていたように皆さ

んと再会できたことが本当に良かったです。 

リーダーの時に、水泳できたおかげでトライアスロンに出てみたり、スキーができたおかげで

こちらでも仲間が増えたり、それだけでなく、仙台ＹＭＣＡで人としてのベースも、心のよりど

ころとなる仲間も作ってもらいました。 

こんな素晴らしい仲間との時間を、いつまでも共有できますようにと願う夜となりました。 

 

 

 

事務所 〒980-0822 仙台市青葉区立町 9-7 仙台ＹＭＣＡ内 
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第１例会：毎月第３水曜日・第２例会：毎月第１水曜日  仙台ＹＭＣＡ 18：30 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

２０２２―２０２３年度 主 題（Theme） 

国際会長：（ＩＰ）ウルリック・ラウリドセン(デンマーク)   「輝かそう、あなたの光を」 

アジア太平洋地域会長：（Ａ・Ｐ） チェン・チ・ミン（台湾）  「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 

東日本区理事：（ＲＤ） 佐藤 重良（甲府２１）  「未来に向けて今すぐ行動しよう」 

北東部長： 大久保 知宏（宇都宮）        「クラブのミッションを育てよう」 

仙台広瀬川クラブ会長：  菅野 健        「活動の協働を進め、クラブの活性化を図ろう」 

 

THE  Y′Ｓ ＭＥＮ′Ｓ ＣＬＵＢ OF  SENDAI  HIROSEGAWA 

   

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 
  ２０２３年３月号ブリテン  

通算第140号2023.3.27 

 

巻頭言 

 

 

                        

今月の聖句 

『主において常に喜びなさい。重ねて言います。喜びなさい。あなたがたの広い心がすべての人に知られる

ようになさい。主はすぐ近くにおられます。』 

フィリピの信徒への手紙４章４節～５節 

       加藤 雄一 
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2022～2023年度 クラブ役員 

会   長 菅野 健 会員増強 加藤 研 ドライバー 佐藤 健吾 

副 会 長 加藤 研 E M C 布宮 圭子 ドライバー 増山 和憲 

書   記 多田 修 D B C 菅野 健 メネット会長 多田 純子 

会   計 多田 修 D B C 村井 伸夫 ブリテン 増山 和憲 

副 会 計 本野日出子 ユース 佐藤 剛 ブリテン・聖句 加藤 雄一 

会計補佐 多田 純子 ユース 清水川 洋 メネット会 加藤 真紀子 

監 査 高篠 伸子 YMCAサービス 門脇 秀知 メネット会 門脇 たまえ 

地域奉仕 阿部 松男 YMCAサービス 佐藤 善人 担当主事 増山 和憲 

C S 本野日出子     

３月第１・第２合同例会  強調月間：ＢＦ・メネット 

在籍者 １５名 出席者 ６名 メイキャップ ０名 出席率 ４０％ 

メネット ２名 ゲスト・ビジター  ３名 ニコニコ ７，０００円 

◆３月第１・第２合同例会報告◆ 

日 時：３月１５日（水）１８：３０～ 

場 所：仙台ＹＭＣＡ立町会館 

ゲスト：安川ちあき（東北福祉大学３年）ユースボランティアリーダー 

    笹倉千咲希（宮城学院女子大学１年）ユースボランティアリーダー 

参加者：阿部メン、加藤研メン、加藤雄一メン、菅野メン、加藤メネット、佐藤剛メン、多田メネット、 

吉田ウィメン（仙台ワイズメンズクラブ）、増山 

◆３月の例会は、２０２２年９月３０日（金）～１０月２日（日）東京ＹＭＣＡ山中湖センターにて行わ

れた、第３４回ユースボランティア・リーダーズフォーラムの報告会を行いました。始めに、菅野会長よ

り、「まだまだマスクを外せない状況にあるが、卒業式はマスクを外せるようです。若い学生のゲストス

ピーカーなので、私たちも若返る機会になる」という挨拶があり、例会が始まりました。参加したユース

ボランティアリーダーは、３日間どのようなことが話されたのか、そしてどのようなことを感じたのかを

報告しました。ボランティアリーダーに求められているものをグループで話し合う機会もあったようで

す。報告を終えた２名の学生からは、安堵を浮かべる様子が見受けられました。ワイズメンの方から、質

問もあり、充実した報告会になりました。最後にワイズの皆様の支援があり参加できたことへの感謝の言

葉がありました。コロナの影響でここ数年はオンラインでの参加でしたので、直接現地へ行き、多くの仲

間と対面しながら学びをもつことが出来て、参加した学生の思い出になったようです。最後の閉会挨拶で

は、佐藤剛メンより「これからも細く長く頑張りましょう」という言葉をいただき閉会となりました。 

報告：増山 
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【編集後記】 

３月１１日。東日本大震災から１２年経過しました。

あの日、あの時、私はサッカークラスを実施していま

した。今なお鮮明に蘇る記憶。これらからも決して忘

れることはないでしょう。 

【K・M】 

 

                          

３月１２日（日）仙台ＹＭＣＡ立町会館４階ホールにて

ボランティア感謝会が行われました。レイパーソン３名、

ユースボランティアリーダー２１名、スタッフ１２名の計

３６名の参加となりました。第１部の礼拝では、日本基督

教団石巻栄光教会の川上直哉牧師より、奨励の言葉をいた

だき、第２部では、広瀬川ワイズメンでもあり、ユースボ

ランティア委員会委員長の加藤研メンより、ボランティア

認証状がユースボランティアリーダーに送られました。第

３部の感謝会では、広瀬川ワイズメンズクラブ会長であり、

仙台ＹＭＣＡ会長も努めている菅野健メンより、ユースボ

ランティアに激励のお言葉をいただきました。ＹＭＣＡは、

ボランティアによって支えられています。ユースボランテ

ィアはもちろんですが、ワイズの皆様にも日々、ご尽力を

いただいております。世代の垣根を超えたあたたかな時間

が流れ２０２２年度のボランティア感謝会は幕を閉じま

した。 

（報告者：増山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広瀬川ワイズメンズクラブから、トルコ・シリア震災支援

として、１９，０００円を募金いたしました。 

 

 

 

 

◆健康教育事業部では、春季プログラムが始まりました。

この春もたくさんの子どもたちがスキーキャンプや集中

水泳、運動クラブなどに参加します。全てのプログラムが

神様の恵みの中で安全に行われるように努めていきます。 

◆３月１９日（日）に仙台ＹＭＣＡ総主事退任・就任式が

行われました。礼拝、退任・就任式に多くの方に足を運ん

でいただきました。誠にありがとうございました。 

◆３月２５日（土）に入職式・辞令交付式が行われました。

新たな仲間を加え、２０２３年度が始まります。 

 

 

 

◆４月 ５日（水） 

 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第２例会 

◆４月１９日（水） 

 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第１例会 

 

 

 

 

ＹＭＣＡ通信 

４月の予定 

トルコ・シリア震災支援 ボランティア感謝会 


